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雑固体廃棄物焼却設備設置工事の進捗状況及び

ホット試験の実施について
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雑固体廃棄物焼却設備

炉型 ロータリーキルン式＊１

処理容量 300kg/h×2系統*2 （24h/日稼動）

焼却対象物 雑固体廃棄物

・装備品（タイベック・下着類・ゴム手袋等）

・工事廃材（ウエス・木・梱包材・紙等） 他

系統除染係数＊3 106以上（バグフィルタ：10以上，排ガスフィルタ105以上）

稼動開始予定 2015年度下期

設置場所 1F 5/6号機北側ヤード

（建屋寸法：約69.0m×約45.0m×高さ約26.5m）

排ガス冷却器

バグフィルタ

廃棄物供給設備

焼却炉

二次燃焼器
排気筒

排ガスフィルタ
（HEPAフィルタ２段×5系列）

焼却灰はドラム缶にて保管

排ガスブロア

*2：2系統

廃棄物投入設備～排ガスブロアまでは2系
統（A系・B系）を設置。なお，排気筒は
共通設備として1基を設置。

*1：ロータリーキルン式

傾斜のついた横置き円筒炉の片側から廃棄物
を供給し，炉を回転させることで，攪拌させ
ながら時間をかけて焼却処理。

１．設備概要

*3：系統除染係数

放射能濃度の低減割合。

106以上は１００万分の１以下になること
を示す。

廃棄物投入
↓
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建屋全景 廃棄物充填エリア 制御室

２．雑固体廃棄物焼却設備設置工事の進捗状況（現場状況）

焼却設備全体（Ａ系）

二次燃焼器

試験作業状況

排ガス冷却器

焼却炉
焼却炉

廃棄物充填作業状況
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二次燃焼器

排ガス冷却器

焼却設備全体（Ｂ系）
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２．雑固体廃棄物焼却設備設置工事の進捗状況（ホット試験状況）
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焼却設備Ａ系及びＢ系の系統内の昇温操作を行ったところ，排ガス冷却器
の点検口から水の滴下が確認された。

漏えい量 Ａ系：直径約５ｃｍ， 約２ｃｃ （平成28年2月13日）
Ｂ系：直径約２０ｃｍ，約３０ｃｃ（平成28年2月10日）

なお，汚染された実廃棄物の焼却は行っていない。また，これまでのコー
ルド試験等において，当該部からの漏えいは確認されていない。

●原因
調査の結果，水の滴下が発生した点検口のガスケットにおいて，

以下の通り欠損及び損傷が確認された。
Ａ系：フッ素樹脂製ソフトガスケット接合部において，

幅約３ｍｍの欠損が確認された。
Ｂ系：フッ素樹脂製ソフトガスケット（外径側）において，

幅約５ｍｍの損傷が確認された。
欠損及び損傷は施工時の確認が不足していたことによるものであり，

排ガスが点検口フランジの鉄部等で冷却されて結露水が発生し，ガスケット
内部を浸透して，フッ素樹脂の損傷部及び欠損部から滴下したものと推定。

●対策
・今回漏えいが確認された点検口並びに同型ガスケットを使用している
点検口について，ガスケットの交換を行う。

・施工時の確認等，施工要領の見直しを行う。

水が溜まった痕跡

損傷部
損傷部

水が溜まった痕跡

接合部

欠損

＜点検口内部及びガスケットの状況（Ｂ系）＞

＜点検口内部及びガスケットの状況（Ａ系）＞

＜排ガス冷却器 概略図＞

二次燃焼器

バグフィルタ

点検口

Ｂ系で漏えいが
確認された点検口
内径：600mm

Ａ系で漏えいが
確認された点検口
内径：600mm

＜点検口（左：Ａ系，右：Ｂ系）＞

水滴の滴下

＜ガスケット概略図＞

フッ素樹脂製
ソフトガスケット
（赤色部）

フランジ

排ガス冷却器
内部側

フランジ

接合部
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２．雑固体廃棄物焼却設備設置工事の進捗状況（スケジュール）

２０１５年 ２０１６年

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

ロード
マップ

建築工事

設備工事

機器据付・配管布設・電気計装工事

耐火物乾燥

機器単体試験・各系統試験

雑固体廃棄物焼却設備の設置

使用前検査（建物）▽
終了証発行

ホット試験※２ 運用開始※３

管理区域設定

※１ コールド試験・使用前検査：汚染のない模擬廃棄物を用いた焼却試験

※２ ホット試験：汚染のある実廃棄物を用いた焼却試験

※３ ３月中に運用開始予定

注：現場進捗等により工程が変更になる場合がある

コールド試験※１

使用前検査（最終）※１

使用前検査（設備）▽
終了証発行
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内装・外装，仕上げ工事

コールド試験※１
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